
浦 和 区 自 治 会 連 合 会 

令和６年度 第５回 理事会 報告書 

        

 

      日時 令和７年１月２９日（水）１６時～１７時 

場所 浦和ワシントンホテル３階 プリムローズ 

 

 

１ 開会あいさつ 

  藤枝会長より「１月も遅くなりましたが、新年明けましておめでとうございます。今年は

災害がなく穏やかな新年を迎えることができました。今年もよろしくお願いします。」との

挨拶があった。 

 

２ 理事会成立要件の確認 

理事 １８名中 １８名出席  成立した。 

 

３ 議事録署名人の指名 

  木崎第一地区の谷中理事を議事録署名人に指名した。 

 

４ 区からの依頼事項 

（１） さいたま市防犯協会より、地域防犯推進委員の任期満了に伴う推薦について依頼及

び説明があった。 

（２）コミュニティ推進課より自治会電子回覧板事業について、令和６年度の電子回覧板ア

プリ導入自治会の状況、また導入自治会の紹介等の説明があった。また、今後のスケ

ジュール等の説明があった。 

この説明に対し、次の質問があった。 

・木崎第一地区の立花理事より、現在３４自治会のみの導入で、この事業が普及しな

い原因を究明する必要があるのではないかとの質問があった。 

 →この質問に対し、原因を洗い出し、さらに普及するよう努めてまいりたいとの説

明があった。 

（３）浦和区総務課より浦和区災害対策本部・避難所一斉訓練について、令和６年度実施報

告及び令和７年度実施計画（実施予定日は令和７年１１月１５日土曜の午前中）につ

いて説明があった。 

 （４）浦和区福祉課より、民生委員・児童委員の令和７年１２月１日付け一斉改選について

説明があった。 

 



    この説明に対し、以下の質問・意見等があった。 

    ・佐々木理事より、年齢制限７５歳以上でも可能かとの質問があった。 

     →この質問に対し、一期のみなら可能との回答があった。 

    ・林理事より、自治会長が交代した場合、新会長にわかりやすい資料を提供していた

だきたいとの質問があった。 

     →この質問に対し、２種類の資料を用意しているとの説明があった。一つ目は民生

委員の説明資料及び手続きについてフローチャート等でその流れがわかる説明

資料、二つ目は「あなたも民生委員になってみませんか」というパンフレットを

用意しているとの説明があった。 

    ・志水理事より、定員に達しない場合は欠員でも良いのかとの質問があった。 

     →この質問に対し、どうしても定員に達しない場合は致し方ないとの説明があった。 

    ・遊馬理事より、「民生委員の仕事は何をやるのか？」との質問があるが、自治会長に

はわからないので資料を提供してほしいとの意見があった。 

     →この意見に対し、資料を配布しますとの説明があった。 

 （５）コミュニティ課より、次の２点についてまとめて説明があった。 

・公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団より「埼玉会館ランチタイム・コンサート」  

のチラシ回覧について説明及び依頼があった。 

・公益財団法人さいたま観光国際協会より「さくらそうまつり」のポスター掲示につ

いて説明があった。 

 

以上の依頼事項について了承した。 

 

５ 経過報告 

１１月２７日（水） 第４回理事会（浦和区役所 １階 第２会議室） 

  １月１５日（水） 市自治連臨時理事会・新年懇親会（JACK大宮 東天紅） 

１月２１日（火） 第５回正副会（浦和区役所 コミュニティ課） 

 

６ 各専門委員会からの報告 

（１） 事業委員会 

秦野委員長から特になし。 

（２） 対策委員会 

佐々木委員長より協議事項のところで説明するとのこと。 

（３） 情報委員会 

三上委員長より、昨年１１月２７日に委員会を開催したこと、また２月１７日に委員

会を開催するとの報告があった。 

 

 



７ 協議事項 

（１） 総会における表彰者の推薦について 

 総会における表彰者の推薦について、各地区の自治会連合会長に依頼文を配布した

ので、各地区で取りまとめ、３月３１日までに事務局に提出するよう事務局長より説明

があった。 

（２） その他 

・  令和７年度は浦和区自治会連合会の役員改選があることから、各地区で理事の変更

がある場合は、次回の理事会（３月２６日）に報告をお願いしたい旨、事務局長より

説明があった。 

・  佐々木対策委員長より、自治会加入率が年々低下している。浦和区も令和６年度で

７割を保っているが、来年は７割を切るだろう。また他区は６割前後、見沼区は５割

を切っている状況である。 

この状況が続くと自治会自体が維持できなくなるのではないか、また自治会も地域

社会での問題・課題が増加していること、業務の増加、複雑化、高度化で運営が困難

になっていることを踏まえ、その受け皿として各自治会の問題・課題を解決するため

の「よろず相談室」の設置（案）について説明があった。 

     各理事においても、直ちにこの場で結論が出る話ではないので、対策委員会からの

提案ということで、各自治会に持ち帰って検討してもらうとこととなった。 

 

８ 閉会あいさつ  

  高橋 明副会長が閉会のあいさつを行った。 

 

 

 

令和７年２月３日   浦和区自治会連合会 副会長 石井桂太郎  

  


